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12月２日㈭12月19日㈰

12月21日㈫

武石小学校５年生が丹精込めて
育てたお米『武

たけ
光
ひかり
』を販売!!

スケートの季節がやってきた！
市民の森スケート場まつり

「新国立劇場と上田市交流文化芸術センター
との連携・協力に関する協定」締結式

　武石小学校５年生が、アリオ上田でお米の販売を行いまし
た。アリオで販売するのは、昨年に引き続き２回目。
　児童たちは、田植えの前にお米に名前を付け、学校の田ん
ぼで田植えから稲刈りまでJAの方に教えてもらいながら大事に
育てました。「武石で育てたコシヒカリ」なので今年は『武光』と
名付けました。
　「甘くて美味しいお米はいかがですか」と児童の呼びかけと
ともに、用意した145袋（1袋450ｇ入り300円）が瞬く間に完売

し、児童たちは
大喜びでした。
販売終了後に
は、購入してい
ただいたお礼に
合奏（Sing,�Sing,�
Sing）を披露し
ました。

　上田市市民の森スケート場で、一年ぶりにスケート場まつり
が開かれました。神津志保美さん、小林成光さん、佐々木優
衣さんら豪華講師陣によるスケート講習会を受けた方は、約
１時間の講習で見違えるほど上達していました。
　講習会のあとの氷上パン取り競争では、講習の成果を発揮

しすいすい滑ってパン
をゲット。勢いよくパ
ンを取り、そのまま転
んでしまっても楽しそ
うな様子が印象的でし
た。

　市では、新国立劇場と交流文化芸術センター（サントミュー
ゼ）とのこれまでの交流を踏まえ、新国立劇場運営財団と連携・
協力に関する協定を締結しました。
　交流文化芸術センターでは、開館以来、新国立劇場バレエ
団による公演を３回実施しており、今後、新国立劇場との交
流をさらに深め、同劇場によるバレエなどの定期的な公演や
多様な連携事業、人材交流などを実施していきたいと考えて
います。

11月27日㈯音楽を楽しみながら
手造り土器を焼く「縄文の火祭り」
　真田地域石

いし

舟
ふね

地区の歴史遺産を活用し、住民交流活性化事
業に取り組んでいる「石舟歴史の会」が主催した「縄文の火祭り」
が開催され、土器や土偶などの野焼きが行われました。
　この土器などを制作したのは、石舟歴史の会と長小学校歴史
クラブの皆さん。10月31日に制作して約４週間しっかり乾燥さ
せ、待ちに待った野焼きの日を迎えました。焼いている間は、
竹などの自然素材で作られた楽器の演奏を楽しみました。

尾崎元規理事長（左）と市長

背景のポスターは、2014年12月『シンデレラ』（左）、2017年11月『くるみ割り人

形』（右）、2021年11月『白鳥の湖』（中央）
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12月９日㈭

シナノケンシ、絹
けん
糸
し
紡
ぼう
績
せき
資料館の収蔵品を市に寄附

蚕
さん
都
と
上田の貴重な資料を後世につむぐ

　令和３年８月末に閉館したシナノケンシ㈱の絹糸紡績資料館。その蔵書と収蔵品を、信州大学繊維学部図書館と市に寄附して
いただきました。市に寄附していただいた収蔵品は、丸子地域の産業史を伝える貴重な写真類、絹紡糸製品や一連の工程仕掛品、
市ゆかりの石井鶴

つる

三
ぞう

氏（美術家）の作品など約180点。
　市の歴史的文化振興の発展に寄与されたその功績に対し、金

かね

子
こ

元
もと

昭
あき

様（代表取締役社長）に市長が感謝状を贈りました。収蔵
品の一部は、丸子郷土博物館※に常設展示していますので、「蚕都上田」の貴重な資料をぜひご覧ください。今後は市立博物館、

市立美術館、公文書館などで展示・活用していく予定です。
※�丸子郷土博物館の開館時間は�9：00～17：00（最終入館�
16：30）、休館日は月曜日・祝日の翌日です。

義
仲
公
が
大
河
ド
ラ
マ
に
登
場

　
今
年
の
１
月
９
日
か
ら
放
送
が
始

ま
っ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ「
鎌
倉
殿

の
13
人
」に
木
曽
義
仲
公
が
登
場
し
ま

す
。
木
曽
義
仲
役
に
青
木
崇む
ね

高た
か

さ
ん
、

巴
御
前
役
に
秋
元
才さ
や

加か

さ
ん
の
配
役
が

決
ま
っ
て
い
ま
す
。

義
仲
公
は
頼よ
り

朝と
も

の
従い

と

こ
兄
弟

　
木
曽
義
仲
公
は
、
平
安
時
代

末
期
の
武
将
で
、
清せ
い

和わ

源げ
ん

氏じ

の

う
ち
河か
わ

内ち

源
氏
の
流
れ
を
く
み

ま
す
。
長
野
県
歌「
信
濃
の
国
」

の
歌
詞
で「
旭あ
さ
ひ

将
軍
」と
も
呼
ば

れ
た
の
が
義
仲
公
で
、
幼
名
は
駒こ
ま

王お
う

丸ま
る

。父
は
源
み
な
も
と
の

義よ
し

賢か
た
で
、源
頼
朝・

義よ
し
つ
ね経

と
は
従
兄
弟
に
あ
た
り
ま
す
。

丸
子
に
２
年
半
滞
在

　
地
元
の
豪
族
で
あ
る
依
田

氏
、
丸
子
氏
、
長
瀬
氏
が
義

仲
公
を
迎
え
入
れ
、
丸
子
の

依
田
城
を
拠
点
と
し
、
２
年

半
滞
在
し
て
、
挙
兵
の
準
備
を

進
め
ま
し
た
。

１
１
８
０
年 

丸
子
で
挙
兵

　
後ご

白し
ら

河か
わ

法ほ
う
お
う皇

の
皇お
う

子じ

で
あ

る
以も
ち

仁ひ
と

王お
う

の
令り
ょ
う

旨じ

を
受
け
、

丸
子
地
域
御み

嶽た
け

堂ど
う
の
依
田
城

を
拠
点
に
挙
兵
し
、
北
陸
道

を
進
撃
、
倶く

利り

伽か

羅ら

峠と
う
げ

の
戦

い
で
は
、
平
た
い
ら
の

維こ
れ

盛も
り

軍
10
万
を

撃
破
し
ま
し
た
。
京
都
へ
行
っ

た
義
仲
公
は
、
皇
位
継
承
問

題
に
絡
み
、
征せ
い

夷い

大た
い

将し
ょ
う

軍ぐ
ん

と
な
り
ま
し

た
が
、
そ
の
十
日
後
に
頼
朝
が
送
っ
た

範の
り

頼よ
り

、
義
経
ら
の
大
軍
と
激
戦
の
末
、

敗
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
挙
兵
し
て

わ
ず
か
４
年
の
こ
と
で
す
。

（
木
曽
義
仲
公
　
１
１
５
４
年
～

１
１
８
４
年
）

源
為
義

義
朝

義
賢

行
家

頼
朝

範
頼

義
経

仲
家

義
仲

菊
子

大
姫

義
高

義
平

頼
家

（
杉
本
哲
太
） （

青
木
崇
高
）
（
市
川
染
五
郎
）

（
菅
田
将
暉
）
（
南
沙
良
）

（
迫
田
孝
也
）

（
大
泉
洋
）
（
金
子
大
地
）

源氏略系図

※カッコ内は「鎌倉殿の13人」配役、敬称略

木
曽
義よ

し

仲な
か

挙
兵
の
地「
丸
子
」

　
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ『
鎌
倉
殿
の
13
人
』に
登
場

　
　
　
　
… 

義
仲
公
と
巴と

も
え

御ご

前ぜ
ん 

…

義仲公が戦勝祈願したとされる「岩
いわ

谷
や

堂」
※この他にも丸子地域・塩田地域に
　多くの関連史跡があります。

丸子郷土博物館

ホームページ

信
州
丸
子
義
仲
情
報

　

 

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
、

　情
報
発
信
中
。

　丸子地域振興課
　　☎42・1041
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